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埼玉県教育局総務課は，8月 29日に「学校基本調査の概要」並びに，県内小・中学校の５月１日

現在の在籍状況を公表した。 
 

（分析 1 埼玉県公立中学 3 年生在籍の変化） 
 

本年度の公立中学３年生の在籍は，令和 6

年度の 58,522人より 552人減少し 57,970人と

なっている。また，今後の生徒在籍の減少は令

和 8年度▲1,957人，9年度▲322人となって

おり，再度の減少期にはいっている。 

なお，県内私立中学校の卒業予定者は 6年

度の 3,149人から 7年度は 3,256人とやや増加

していた。 年間の流入生は，２年生 116人，３

年生 56人となっており，やや，埼玉の社会増は

落ち着いてきたようだ。 

（分析 2 埼玉県小学６年からの転出状況） 

埼玉県では，例年公立小学校６年生から

公立中学１年生になる際，一定の在籍の減

少が発生している。 

純粋な転出もあるが，埼玉では，ほぼ同

数の社会増があるため，この在籍の減少は，

国・私立中学への転出生と見做せる。 

埼玉県としては，小学校から国・私立中へ

の進学は，発表していない。 

令和 7年春では，伊奈学園中学校を含め

3,945人の在籍減少(転出)が見られた。 

6年度 3,927人，5年度 3,848人，4年度

3,843人，3年度 3,901人，2年度 3,815人，
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埼玉県の中学生３年生は国・公・私立の合計で６万 1374人と発表されています。埼大附属(148

人)，私立 3,256人，公立５万 8522人の合計となっています。国・公・私の在籍総計では，前年から

552人の減少となります。しかし，令和 8年度入試は，公立で 400人の募集減となりますので，倍率

は，前年並みになると見られます。 

 

１. 埼玉県 令和７年度学校基本調査から 
資料①  埼玉県公立小学校卒業生の転出率 
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元年度 3,761人，31年度 3,859人，30年度

3520人，29年度 3,580人，28年度 3,634

人，27年度 3,334人，26年度 3,869人，25

年度 4,020人，24年度 4,197人と平成 13

年から７年連続で増加した後，8年連続で減

少，その後増減を繰り返している。但し，大

宮国際中等教育学校や川口市立附属中学

校は市立のため転出には含まれない。 

在籍の減少の影響も大きいが，2024年の

開智所沢の開校などで，埼玉の中学入試

戦線は，やや増加になってきたようだ。今後

の急速な少子化の影響が懸念される。 
 

令和 7年状況(公立一貫 240人を含む) 

また，市町村別の在籍比率で集計すると 

令和 6年状況(公立一貫 240人を含む) 

どとなっている。 

全県の平均は 7.1％と，0.5％上昇した。 

 (6年度 6.6％，5年度，6.3％，4年度 6.3％，

3年度 6.1％，2年度 5.7％，31年度 6.0％，

30年度 5.8％，29年度 6.2％，28年度 5.7％) 

  

在籍比率では，全市で義務教育学校計画が

進行している日高市が連続年での上位進出で

驚かされる。 

義務教育学校が必ずしも保護者からの信頼を

受けていないということかもしれない。 

入学者は公立に含まれるため，減少は，不合

格者が県内外私立に流れたと予想される。 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

埼玉県教育局は，8月 26日に令和 7年 3

月に埼玉県内公・私・国立中学校を卒業した

61,836人（前年度 62,094人）の進路状況を発

表した。在籍は，昨年が 53人増加，今春は

258人減少している。 

高等学校等への進学率は，前年より 0.1％

上昇し 98.9％，高等学校へは 97.6％となり，

全日制 88.1％，定時制 1.7％，通信制 7.8％

で，全日制が－0.3％（△433人），定時制課

① さいたま市 1,074 ②川口 440 ➂所沢 248 

④越谷 218 ⑤川越 146 ⑥三郷 138 ⑦戸田

137 ⑧草加 118 ⑨新座 117 ⑩朝霞 108 

⑪和光 95 ⑫上尾 89 ⑬志木 80 ⑭入間 72 

① 和光 15.7％ ②日高 15.5％ ③志木 13.6％ 

④三郷 12.6％ ⑤戸田 10.9％ ⑥蕨 10.7％ 

⑦所沢 10.5％ ⑧さいたま市 10.4％ ⑨川口

9.9％ ⑩長瀞 9.8％ ⑪三芳 9.6％ ⑫朝霞

9.2％ ⑬新座 8.6％  

① さいたま市 1,090 ②川口 433 ➂所沢 270 

④越谷 172 ⑤戸田 140 ⑥朝霞 131 ⑦川越

128 ⑧三郷 121 ⑨上尾 115 ⑩草加 110 

⑪新座 106 ⑫和光 80 ⑬志木 76  

埼玉県内で，転出者(私立中学への入学者)は，前年から急速に増加しました。 

令和 7年度入試での県内私立中学校入学生は，開智中等教育学校を含めて、前年度より 94人

増の 3,839人となっていました。うち県内生が約 2,020人，県外生が約 1,530人，内部進学が 210

人と推定されます。 

また，転出者のうち約 1,900 人が東京及び隣接県への進学者と考えられます。県内に留ま

る生徒は，約 2,020 人と増加しています。 

２.  埼玉県 令和７年４月中学卒業生の進路状況 

資料②  埼玉県 令和７年４月中学卒業生の進路状況(速報) 



 

 3 

程が-0.1％(△80人) となり，通信制課程は，

+0.6％(+340人)となっていた。 

高等学校等には，高等専門学校と特別支

援学校を含めた進学率であり，高等学校への

進学率は，97.6％で，過去最高だった一昨年

より△0.2％と減少していた。 

全日制の進路内訳では，県内への進学者

が卒業者総数の 80.8％（前年 81.0％，一昨

年 82.2％）の 49,934人と連続年で減少してい

た。実数では前年より346人減少となっていた。

うち県内公立が 737人減少し 33,225人，県内

私学が 400人増加し，16,584人となっている。 

また，国公立を含む県外進学者は 120人

減少し 4,532人となっていた。うち県外私立に

は 4,223人（45人減少）進学している。 

在籍が 258人減少した中での，私立高校の

入学者は（県内 400人増，県外 45人減）は，

県外からの県内私立入学生の増加，大学入

試改革の影響などが志望校選択に大きな影

響を与えていたようだ。 

また，県内私学の中で，定員超過が続いた

ことから，入学者を絞ったケースも見られる。 

尚，県内私立中学の卒業生は，3,122人で

前年より 158人減少していた。 

県内公立高校全日制進学者は 33,225人，

全日制進学者の卒業生に対する割合は

88.1％，全日制進学者の県内公立の占める

割合は，61.0％となり，前年の 61.9％から

0.9％減少していた。 

東京都には 3,215人で 54人減少，千葉県

は 251人で 31人減少，栃木県は 217人で，4

人減少，群馬県は 178人で 30人増加などと

なっている。 

進学者の変化については，公立高校，私学

とも進学者が減少していた。 

 

 
令和6年度 埼玉県内中学卒業生の県外への進学状況 指数は平成元年を100としたとき 

年度 卒業生数 進学率 東京 千葉 群馬 茨城 栃木 その他 合計 

元.３ 
２２．３ 
２３．３ 
２４．３ 
２５．３ 
２６．３ 
２７．３ 
２８．３ 
２９．３ 
３０．３ 
３１．３ 
2．3 
3．3 
４．3 
5．3 
6．3 
7．3 

115,584 
67,783 
64,231 
66,325 
65,936 
65,774 
65,547 
65,474 
65,634 
64,508 
63,542 
62,542 
61,174 
62,760 
62,813 
62,094 
61,836 

92.6 
98.2 
98.4 
98.6 
98.6 
98.6 
98.9 
99.0 
99.1 
99.0 
99.1 
99.1 
99.1 
99.1 
99.0 
98.8 
98.9 

12,097 
4,479 
3,969 
4,020 
3,789 
3,830 
3,775 
3,714 
3,678 
3,820 
3,708 
3,833 
3,557 
3,715 
3,450 
3,269 
3,215 

869 
280 
285 
324 
313 
300 
337 
277 
298 
276 
295 
296 
275 
273 
307 
282 
251 

571 
123 
103 
125 
126 
128 
186 
149 
184 
161 
197 
240 
218 
186 
201 
148 
178 

171 
33 
31 
39 
49 
59 
47 
63 
60 
55 
56 
98 
78 
84 
73 
93 
69 

1,493 
336 
273 
336 
305 
310 
298 
297 
329 
298 
315 
263 
279 
238 
208 
221 
217 

348 
266 
270 
309 
359 
371 
406 
320 
346 
413 
513 
454 
510 
505 
500 
606 
602 

15,549 
5,517 
4,931 
5,153 
4,941 
4,998 
5,049 
4,878 
4,968 
5,023 
5,084 
5,184 
4,917 
5,001 
4,739 
4,619 
4,532 

指数 53.7  26.6 28.9 31.2 40.4 14.6 173.0 29.1 

進学率は，過去最高率だった 4 年 3月の 99.1％から連続年で 0.1%しましたが，今春は 0.1％
上昇しました。 

7 年度入試では，中学卒業生の 500 人余りの減少に対して，公立は 400 人の定員を減少し
ています。7 年度の実質で，65 対 35 の公私間比率は，61.0 対 30.4 となっていました。 

60 対 30 県外 10 の比率に近づいてきました。 
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埼玉県教育局は，8月 26日，今春の県内公

私立・国立の高等学校卒業生の進路状況(速

報)を発表した。卒業生総数は 51,118人で，前

年より 575人増加した。 

大学・短大等への現役進学率は，前年度よ

り 1.0％増加し 66.9％となった，大学への進学

率も 62.9％から 64.4％へ 1.5％上昇した。これ

で 7年連続の上昇となった。 

高等学校（全日制）卒業生の大学等進学状況 

 
全日制課程卒業生は，49,684人で前年より

1,832人減少し，現役での大学等進学率は，前

年の 65.5％から，66.7％となっていた。 

専修学校・専門課程が 8,114人，就職が

4,628人となっていた。 

専修学校・一般課程等が 1,592人で 80人増

加となっていたが，ここに予備校に通う進学準

備者が入っている。 

公立高校の全日制での進学率は，前年より

1.5％上昇し 58.4％となり，私立高校が前年の

83.0％から 82.7％に下降した。 

また，過年度卒業を含めた大学等への進学

状況では，浪人(1浪1,355人，2浪以上163人)

を加えた進学者の在籍に対する割合（在籍比

率）では，69.9％となっていた。(全日制合計

70.8％，公立全日制 62.4％，私立 86.6％) 

現役全日制の大学と短大、通信制の比率は

96.2％:3.3％:0.4％と，短大への比率が低下が

目立つ。 

定時制を加えた県計での就職者は，4,960 人，

就職率は 9.7％で前年より 0.1％下降しており，

新型コロナの感染の影響が緩和したと考えられ

る。この影響が，進学率の上昇は，進学に対し

ての民間意識の向上と考えられる。 

県合計（全日制）の男女別・現役の大学・短

大への進学状況では，男子が卒業生の 67.2％，

女子 68.2％で過年度卒を加えた在籍比率では，

男子 72.4％（前年 72.2％），女子が 69.1％（前

年 68.3％）となっており，現役進学率の割合が

上昇していたことが分かる。 

３． 埼玉県 令和７年４月高等学校卒業生の進路状況 

   資料③ 埼玉県 令和７年４月高等学校卒業生の進路状況(速報) 

  

 

 

平成元年から今春までで，在籍の減少は52～54％前後となっていましたが，隣接県への進学者は在

籍減以上の減少幅となっています。令和7年度入試では，前年からの在籍の減少が258人，県内公立

への入学者が737人減少し，県内私学が400人の増加となっていました。令和8年度入試では，卒業

予定者は，約510人減少します。大学入試改革9期生であり，高校の学習指導要領改訂の完成4年目

の受験ということ，さらに，私立高校の支援金の充実，公立高校の募集人員の減少などで全体動向の

更なる変化が予想されます。 

都内を含む県外受験者は，第一志望の生徒が多かったと見られますが，観点別評価の観点の変更で，

評定自体が甘めになってきたことで，8年度入試も学力に自信のない生徒が調査書評定を基に私学単願

に切り替えていくことが予想されます。 
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全国の大学等への現役進学率は，5年度(6

年 3月卒)では全国平均 61.9％ (4年度 60.8％，

3年度 59.5％，2年度 57.4％，元年度 55.8％，

31年度54.7％，30年度54.7％，29年度54.7％，

28年 54.9％，27年 54.6％，26年 53.9％)で，4

年度では，埼玉県は 6位で，全国平均より

6.2％上回っていた。(１位は東京都の 74.2％) 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 

埼玉県の公私間協定比率である 65：35は、

「国・公・私立中学校卒業予定者の 88％の全

日制進学希望者の 65パーセントを公立高校

で収容する」というものだ。 

県内私立の募集定員は約 17,500人で、うち

内部進学者約 2,800人，他都県からの流入が

約 1,800人のため，実質の募集人員は，約

12,900人、これは，全日制進学者の 24％前後

のため、残る 11％が隣接都県の私学の収容に

依存した比率ということになる。 

しかし、流入・流出状況を見ると、平成元年

以降は、在籍の減少以上に、県外私立に通う

生徒数が減少していた。ただ、最近数年は、

やや増加傾向にあるようだ。 

理由として考えられることに、①大学入試改

革の影響 ②県内私立の評価の上昇 ③私学

進学者に対する助成金の増 などが挙げられ

る。大学付属校への希望者は増加しているよう

だ。来春に就学支援金が増額されれば，志願

動向は，これまでと異なることが予想されよう。 
 
令和 7 年度入試 県外生の埼玉(全日制)への流入 単位 人 
 
都県 

国立へ 公立へ 私立へ 

男 女 合計 男 女 合計 男 女 合計 
東京 
千葉 
群馬 
栃木 
茨城 
その他 
合計 

3 
1 
0 
0 
0 
2 
6 

4 
0 
0 
0 
0 
0 
4 

7 
1 
0 
0 
0 
2 
10 

18 
74 
33 
1 
44 
21 
191 

15 
51 
91 
13 
53 
22 
245 

33 
125 
124 
14 
97 
43 
436 

689 
112 
118 
38 
51 
175 
1183 

248 
78 
114 
28 
35 
82 
585 

937 
190 
232 
66 
86 
259 
1768 

 

 

 

 
 
東京都教育庁と東京都私立中学高等学校協

会は，9 月 11日，都立高校と私立高校の生徒

収容に関する令和 8 年度入試へ向けての高

等学校就学計画について合意した。 

第六次中期計画とは，令和 6 年度から令和

11 年度までの期間の都内生の公私分担の比

率を確定するもので， 

５． 東京都 公私連絡協議会の合意事項から 
 資料⑤ 東京都 令和 8 年度就学計画  

  

 

5年度から， 定員の減各科が緩和され，単学年ではなく 4年間の学則総定員をベースにすると改め

られています。各大学では，退学者や転学者を含めての実募集の設定になっています。 

また，少子化の中で各大学では，安定した定員確保のために，学校推薦型選抜での人数確保が大

幅に上昇したようです。また，受験生の安全志向が膨らみ，大学共通テストの受験生が減少していま

す。高校生の安全志向が安易な大学選択に繋がらなければいいのですが…。 

 

４． 埼玉県 令和 7 年 4 月 高等学校の入学状況調査から 

資料④ 令和 7 年 4 月高等学校入学状況調査 
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(１) 就学計画を立てる上での進学率は

93.0％を基本とする。なお、実績進学率の

向上に向けて、必要に応じ協議する。 

(２) 公私分担は、現行分担率都立５９．６：私

立４０．４を基点分担割合としつつ、令和 6年

度から令和 11年度までの各年度就学計画で

は、公私協調により、実績進学率の向上を図

るよう、公私分担も必要に応じ協議する。 

とされているもの。 

 尚，公私の分担率は，令和４年度からの計画

の中で取り決めた 94％を，6年度入試から，

生徒の進路選択の多様化に対応し93％に変

更している。 

 8年度では，在籍の減少(7年度より 237人減

少した 77,572 人 )があり，私立分担数は， 

27,700人と 100人減少した。尚，都立受け入れ

分は 40,800人から 40,700人と 100人減少して

いる。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

伊奈学園中学校は，8月29日にホームページ

での令和8年度入試実施要項を発表した。 

令和 8年度入試で第 24回目の入試選抜となる。

伊奈学園では，２４年度入試までは，抽選によって

１６０人に絞る方式を採用していたが，中高一貫検

証会議の報告で「受験機会を与えないのは不公

平」という提言を受けて，２５年度入試から，抽選方

式を止め，全員に課題作文を受検させ，その結果

と調査書で第一次選考を実施，第二次選考は面

接で行うように変更されている。24年度では，９５０

人５．９倍と抽選の高倍率が続いていた。 

全員に作文による適性検査を実施した２５年度

入試では，受験生は704人に減少，一次合格者は，

２２７人だった。新方式14年目の令和 7度入試で

は，出願数376人，受験生372人，一次合格者169  

人に減少した。 

テスト方式から，理系・文系の課題作文方式に

変わったわけだが，これによって，自信のない層

が回避したこと，抽選の場合，当選した生徒のみ

調査書が必要になるが，受験の場合，当初に調査

書が必要になるなどの減少要因が考えられる。 

伊奈学園中学校の令和６年度入試の概要・日程 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

千葉県では，8月 20日に令和 8年度公立高

校の募集定員が発表された。 

令和 8年 3月の国・公・私立中学校の卒業予

定者は、約 51,900人で前年度と比較して約 420

人減少する見込みとなる(教育庁発表)。 

公立高校・全日制の募集人員は 21学級 840

令和７年１２月５日（金）～ １９日(金) 出願入力期間(インターネットを活用した出願) 

       １２月２４日(水)～２６日(金) 出願書類等の提出期間 

令和８年  １月１０日（土）  第一次選考（作文） 

        １月１５日（木）  第一次選考結果通知書の交付 

        １月１７日（土）  第二次選考（面接） 

        １月２２日（木）  第二次選考結果通知書の交付 

２月２日（月）、２月３日（火）入学手続に関する確認書の提出期間 

６． その他の話題 

埼玉県  伊奈学園中学校 令和8年度入試要項発表 

千葉県 公立高校入試 募集定員発表 
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人減少し２９，８８０人となる。在籍減より大きな募

集減について，県は通信制への進学者の増加

と，就学支援金の拡大により公立離れが進むと

いう見込みを立てているようだ。 

内訳としては、県立で 21 校で１学級４０人の

減，市立は変更なかった。 

定員減 千葉工業・電子機械，千城台，八千代

東、八千代西，千葉北、船橋豊富，船橋古和，

船橋法典，船橋北，行徳，松戸向陽，鎌ケ谷西，

沼南，沼南高柳，野田中央，関宿，佐倉東，銚

子商業・商業，九十九里 

※学科ナシは普通科 

定時制課程では、船橋が 1 学級の減となった。

通信制課程の変更は無い。 

閑話休題 

埼玉の私学で募集のある中高一貫教育実施校は 30校と開智中等教育学校が加わり 31校，令和 7年度

入試で募集人員は，総計で約 3,750人となります。7年度入試での私学の充足は，89％で，定員を充足し

たのは，14校となっていました。県内の学校基本調査には，小学校卒業生の進路調査はありません(少なく

とも公表はされていません)。弊社では，全体像を捉えるために，公立小学校 6年生の在籍と，翌年の中学

1年生の在籍の差を調べています。いわゆる転出率調査ですが，転出先が，国立か，私立かについては類

推するしかありません。 

最近 10年間の転出率では，平成 19年 3月の 7.5％，およそ 5,200人をピークとして，その後少しずつ減

少しています。一方，今春の県外からの私立中学校への入学数は，約 1,500人と推計されます。 

県内から県内が約 2,020人，調査での公立小学校からの転出数が約 3,945人，伊奈学園が 80人です

ので， 1,660人あまりが県外中学校への進学者と思われます。 

就学支援金の 45万 7千円への増額については，未だに決定との公表はありません。しかし，9月 7日の

朝日新聞では，「制度の予算額は決まっていないが，文部科学省の試算ではおよそ 8千億円と見積もる」と

して，所得制限の撤廃と併せて既成事実との認識を示しています。 

高校入試では，東京から埼玉の私立には，937人が入学していました。一方で，埼玉から東京の私学へ

進学している生徒は，1,368人となっています。就学支援金の増額での志願者の動向の変化が注目されま

す。 
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資料① 

令和 7年 4月埼玉県小学校 6年生の転出率 
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資料② 

令和 6年 8月 29日 
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資料③ 
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資料④ 
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資料⑤ 

 


